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分子変換学研究室 （品田教授・保野准教授） 

 

計算科学 X 有機合成 X 酵素反応 ＝ 新しい化合物をつくる。 

 

分子変換学研究室では天然物を題材として、天然物の全合成、創薬を指向した生物

活性化合物の創製、生合成酵素を用いた複雑分子合成など、新しい有機合成を探る

基礎研究から実用性の高い化合物合成を研究しています。興味ある方は見学に来て

ください（G504） 

 

研究テーマ 

・天然物の全合成 

・酵素反応と有機合成によるハイブリッド合成 

・計算科学を利用した酵素反応解析・創薬研究 

 ・新しい結核治療薬開発 

  



物性有機化学研究室

G棟515-518      URL⇒　　　　　　　　
E-mail: kozaki@omu.ac.jp 
内線：2568, 3075
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スタッフ
教 授：佐藤 哲也（satoh@omu.ac.jp）
准教授：臼杵 克之助（usuki@omu.ac.jp）

佐藤 ⾅杵

反応開発 天然物合成

新しい反応を見つけて、天然物や生理活性物質の合成に利用
天然物合成のために、オーダーメイドの反応を開発

反応開発研究班と天然物合成研究班の融合
両方の分野について学べます！！

詳しくはホームページをご覧ください

杉本G棟6階606室

URL: https://www.omu.ac.jp/sci/chem-orc/



有機分子化学研究室
担当教員 神川憲　教授

津留崎陽大　准教授

新規触媒反応　触媒的不斉合成の開発
新規π共役分子の創製、および機能開拓研究内容

ホスファインドリジン

J. Am. Chem. Soc. 2017, 139, 18512 
J. Am. Chem. Soc. 2020, 141, 10025  
Macromolecules, 2023, 56, 4550 Chem. Commun. 2019, 55, 4909

Chem. Eur. J. 2023, 29, e20203321 

想いを「分子」に変え、「分子」で未来をデザインする

Group HPGroup HPGroup HP

Angew. Chem. Int. Ed. 2025, e20252299

かたち

詳しい研究内容は研究室HPを参照
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有機プロセス化学研究室

福山高英（教授）、小島秀夫（講師）、牧野泰士（講師）

福山G: 遷移金属触媒反応の設計及び高効率反応プロセスの開発

小島G: 生体触媒を利用する有機合成 牧野G: 合成基質を用いた酵素反応の解析
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化学構造が明確で均一な合成基質を用いて、デキストリンの代

謝に関与する酵素の性質や機能の解明に取り組んでいます。
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大容量光反応用フローリアクター

8.5 kg/day

60 cm

フローリアクターを用いたクロロエチレンカーボネートの大量合成
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Rh触媒を用いた芳香族カルボン酸の新規環化反応

• ⽣体触媒を活⽤した環境低負荷型プロセスの開発
ü ⽣体触媒：酵素など⽣体由来の触媒

ü ⾼い触媒活性や選択性

ü 温和な条件下で働き、環境にやさしい

• リパーゼなどの酵素利⽤
Lipase-Catalyzed tert-Butoxycarbonyla7on of Alcohols Using Boc2O

N. Kishi, H. Kojima, ChemistrySelect, 2019, 4, 9570 – 9572.

ü シアノバクテリアや植物など光合成⽣物の利⽤

Aqua7c plants as whole-cell biocatalysts for preparing op7cally ac7ve β-

hydroxy esters

Y. Machi, J. Yoshida, H. Kojima, Results Chem., 2024, 8, 101564.

Effect of organic solvents on asymmetric reduc7on of β-keto esters using 

cyanobacterium Synechocys+s sp. PCC 6803

S. Tanaka, H. Kojima, S. Takeda, R. Yamanaka, T. Takemura, Tetrahedron Le8., 

2021, 77, 153249 – 153249.



有機元素化学研究室
道上 健一 准教授 植田 光洋 講師https://www.omu.ac.jp/sci/chem-oec/

E-mail：ohashi@omu.ac.jp 居室：G棟601

有機／錯体／材料／構造／機構／計算 → 分子を創る／分子を壊す 新しい方法論の開発

キラルな7員環を構築する
多機能性金触媒の創製

<Key Players> Ｍ２：６名、Ｍ１：７名、Ｂ４：３名

大橋 理人 教授
↑

研究室HP

キラルNi触媒によるプロパルギル化合物の不斉変換反応
反応開発、反応機構解析（錯体化学＋計算化学）

キラルNi触媒

遷移状態
求核付加の

←立体選択性

配位子による
立体障害

＋

鍵中間体錯体
←単離・構造決定

キラルリン酸-Au触媒

＋

有機元素化学（大橋）研究室では、元素固有の性質を生かした機能性分子

（配位子、触媒、蛍光材料等）や分子変換反応の設計開発に取り組んでいます。

「有機化学」 「錯体化学」 「物質化学」 のみならず、「分子構造解析」 「反応機

構解析」 「計算化学」 など多岐にわたる基盤を総合的に活用し、 多角的な視点

から 『ほんとうにおもろいこと』 を追及している世界的にも数少ない研究グループ

の一つだと自負しています。

同時に、「大学は教育機関である」 ことも忘れてはいません。我々のグループでの

研究活動を通じて学生の人材育成と人間力向上にも力を注いでいます。

「チーム大橋」を共に盛り上げる仲間を募集します！

パーフルオロ化合物
PFAS問題

電子受容性N-ヘテロ環状カルベン
有用分子へ変換（配位子、触媒）

強固な
C–F結合の
効率的切断

フッ素の特性を活用した機能性分子の創出
配位子、触媒、蛍光材料、etc. JACS 2024, 146, 8757.

JACS 2023, 145, 23098.

BSCJ 2024, 97, uoae026. JMCC 2025, 13, 1254.

CF3基を持つ空気に安定な
強蛍光性アミジナート塩
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